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1. はじめに	

	 安城市木戸町に位置する惣作遺跡より検出された木製品について、加速器質量分析法（AMS 法）に

よる放射性炭素年代測定を行った。	

	

2. 試料と方法	

	 測定試料の情報、調製データは表1のとおりである。	

	 試料は、001NR(3)流路から出土した木製品で、器種は刀の柄である（PLD-21434）。木取りは芯持丸

木であるが、加工されているため最終形成年輪は残存しておらず、部位不明である。	

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製	1.5SDH）を用いて測定

した。得られた 14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。	

	

	

3. 結果	

	 表 2 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示し

た 14C 年代を、図 1に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1桁を丸めていな

い値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。	

	 14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（±1σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2％

であることを示す。	

	 なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。	

	 暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5730

±40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。	

	 14C年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ：IntCal09）を使用した。なお、1σ暦年代範囲

は、OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、

同様に2σ暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に

表1　測定試料および処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-21434
遺構:001NR(3)

試料No.65

種類:生材(ツバキ属)

試料の性状:最終形成年輪以外、部位不明

器種:刀の柄

状態:dry

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,

水酸化ナトリウム:1.0N,塩酸:1.2N)



暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年

較正曲線を示す。	

	

 

 
図1	 暦年校正結果	

	

4. 考察	

	 試料について、同位体分別効果の補正および暦年較正を行った。試料の測定結果は、1σ暦年代範囲

で577-623	cal	AD(68.2%)、2σ暦年代範囲で561-643	cal	AD(95.4%)であった。2σ暦年代範囲に着目

すると、6世紀後半～7世紀前半の範囲を示し、古墳時代後期に相当する。	

ただし木材の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死・伐採年代が得られるが、内側の年輪を測

定すると最終形成年輪から内側であるほど古い年代が得られる（古木効果）。今回の試料は、最終形成

年輪を欠く部位不明の炭化材であり、年代測定の結果が古木効果の影響を受けている可能性、すなわ

ち木材が枯死・伐採された年代よりもやや新しい年代を示している可能性がある。	
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表2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-21434

試料No.65
-26.06±0.11 1464±21 1465±20 577AD(68.2%)623AD 561AD(95.4%)643AD

14
C年代を暦年代に較正した年代範囲暦年較正用年代

(yrBP±1σ)
測定番号

δ
13
C

（‰）

14
C	年代

（yrBP±1σ）

PLD-21434:1464±21BP
68.2% probability

577 (68.2%) 623calAD

95.4% probability

561 (95.4%) 643calAD
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